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新入生１６０人が入学しました

　平成２４年度の入学式が４月９日に行われ、普通科１６０人の
入学が許可されました。新入生代表の渡辺明日佳さん（都路中出身）
が「感謝の心を忘れず、一日一日を大切にし、目標に向かって努
力します。」と誓いの言葉を述べました。
　また、翌１０日には新入生と
２，３年生の対面式が行われ、生
徒会長の松本英樹さん（移中出
身）から歓迎の言葉がありまし
た。それに対し新入生の松本明
美さん（移中出身）が「船引高
校に入学することができ、今後
の学校生活がとても楽しみです。
一抹の不安もありますが、先輩た
ちにならって努力していきたい
です。」とあいさつしました。

相良昌彦 新校長が着任しました
 　船引高校は、「学びの場」で
あり「社会に出るための訓練の
場」であることを教育理念とし
て、平成２０年度から取り組ん
でまいりました。平成２１年度
からは、キャリア教育の視点か
ら将来地域の一翼を担う中核的
人材となるために必要な力を育
むため、田村市や多くの企業等
のご協力のもとにデュアル実習
を実施してまいりました。
　デュアルシステムは「働きな
がら学び、学びながら働く」こ
とで、実習を通して知識や技術、
コミュニケーションなどの大切
さを生徒ひとり一人が認識し、
実社会に向けての職業観や勤労
観を育む仕組みです。
　これらのことに加え、今年度
はガイダンス機能や相談機能を

工夫した早めの適応指導に取り
組んでまいります。加えて「社
会に出るための訓練の場」とし
て自らを律し主体的に取り組む
校風を重視し、生徒会によるあ
いさつ運動等を奨励してまいり
ます。
　併せて、生徒ひとり一人の願
いと可能性を大切にし、地域の
未来を担う有為な人材として育
むべく「面倒見の良い、わかる
まで教える学校」を貫いてまい
ります。進路選択の多様なニー
ズに対応した指導の枠組みを堅
持、推進し、地域の皆様のご支
援もいただきながら、進路実現
のための「学び」の機会と場の
提供に努めます。そして、本校
のモットーである「図南の鵬翼」
のように自らの夢に向け大きく

翼を広げ、羽ばたくことがで
きるよう生徒の「学び」を確
かなものとし、一人ひとりの
夢・未来を育んでまいります。
　結びに、地域の皆様のご理
解とご支援に心より感謝申し
上げますとともに、家庭や地
域の皆様のご協力の下、教職
員一同スクラムを組んで、地
域・社会に貢献できる生徒の
育成に努めますので、今後と
も本校教育活動に対する更な
るご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

最初のホームルーム
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対面式の新入生あいさつ

相良昌彦校長
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上部写真：お世話になった下大越小校舎へ感謝の気持ちを込めて、児童全員で毎日磨きあげた廊下。
　 全児童で下大越小の歴史や統合後の抱負を発表し、参加者全員で校歌を斉唱。（下大越小学校）
　 平成 23 年下大越小学校児童会スローガン「永遠に思い出の花をさかせ、輝く明日へはばたこう」
　 体育館に響き渡る元気な声で最後の合唱となる上大越小校歌を歌う児童たち。（上大越小学校）
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